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本年 3月 13日付けの人事異動により、警察本部生活安全部長に着任 しました

. 岸谷でございます。
皆様方には、平素から警察行政各般にわたり、深い御理解と御協力を賜ってお

り、厚 く御礼申し上げます。

また、それぞれの地域において、自主防犯活動に御尽力いただいておりますこ

とに心から敬意と感謝を申し上げます。

さて、県下の犯罪情勢ですが、治安のバロメーターとなる刑法犯認知件数は、

不
壁建曇藁覇宣
部 昨τみl「業屋密』損誓と,事星召贔τli交奪兵椙尼亀鳥手をどこ息蔵と集多Jな

きしたにたかゆき  状況となっています。
序 谷 孝 行    5月 8日 に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが「 5類」に移
行されたことにより、今後、更に人流が活発化し、犯罪の増加が懸念されることから、県警察では警戒を

強化 しているところです。

ガ巳罪の発生状況を分析しますと、刑法犯認知件数のうち、皆様の身近で発生する街頭犯罪が増加し、その

中でも自転車盗と車上ねらいが急増しており、自転車盗は約 8割、車上ねらいは約 6割が無施錠被害です。

また、特殊詐欺については、発生件数、被害額とも前年より大幅に増加しており、その手口については、

キャッシュカードが悪用されているとの名目でキャッシュカードを編し取る手口、あるいは、老人ホーム

入居権の名義貸しを持ちかけ、それに被害者が応じるや、それは犯罪だとして トラブル解決費用を名目と

して振 り込み送金させる手口、更に最近では、パソコンのウイルス感染を復旧サポー トする名日で、コン

ビニ店で電子マネーを購入させる手口が増えています。

これまで、様々な手法で特殊詐欺被害防止に向けた広報啓発に取り組んでまいりましたが、被害者個人の防

必巳意識に頼るだけでは限界があるのも事実です。自分だけは師されないと思い込んでいる方が実に多いのです。

特殊詐欺では、犯人側からのアプローチが、被害者側の固定電話に架かってくるのがほとんどですから、

特殊詐欺の被害を受けないようにするには、まずもって被害者がその電話に出ないことが求められます。

そのような中、NTTが 5月 1日 から70歳以上の高齢者世帯を対象として、ナンバーディスプレイ・

サービス、あるいはナンバーリクエス ト・サービスの無償化等を開始しました。

これらのサービスは、犯人側からの電話を物理的に遮断し、高齢者を守る上で非常に有効なものであり、

これが犯人グループと警察との戦いにおいて、ターニングポイントになるのではないかと期待しております。

高齢者の方々がこのサービスに関心を持っていただくだけでなく、どうか、高齢者の方々を守るために、

その子・孫の方々が主体的にこれらのサービスを検討していただきたい、そう切に願っております。

家族 ぐるみ、地域ぐるみで、これからも被害防止に努めてまいりましょう。

結びに、皆様方の御健勝と御多幸を心から祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。

お読みになったら
ご近所へ回覧を !
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特 殊 詐 欺 の 被 害 に あ わ な い よ う電 話 機 の 防 犯 対 策 を !

特殊詐欺の犯人からの電話のほとんどが自宅の固定電話にかかっています。

被害防止の第一歩は固定電話から !!

隣l電機能付き電話で、できる対策 ※機種により、対声じしていないも0色ぬけます。

1着信音が鳴る前に、自動メッセージで警告
「この通話は防犯のために録
音されています」などのメッ
セージを流し、詐欺の犯人を

着信音が鳴る前に学退 !
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留宇琴電話設定も

詐欺灯斎だ有効です!

NTT西 日本が固定電話機の

特殊詐欺対策サ“ビスを実施中!
本年5月 I日 からナンバー・デイスプレイおよび
ナンバー・リクエストの高蛉者 (70歳以上または70

歳以上の方と同居している契約者)に対する無償化
受付や特殊詐欺対策サービスなどを実施中です。

お問合せ先
NTT西 日本 特殊詐欺対策ダイヤル
O120-931-965
(営業時間 午前9時～午後5時〉

(年末年始 12/29～ 1/3を除く)

自宅に防犯機能付き電話がなく
ても、電話を普段から留守番電話設
定にするだけで、詐欺を防げます !

犯人は、留守番電話
に繋がると、電話を切
ることが多いです。
防犯機能付き電話機
がなくても、できる対
策から始めましょう !
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録音中!

0電話に出ると、通話を自動録音|

電話に出てしまっても、

通話内容が録音されるので、

後から聞き直せて安′せ !

1非通知の電話は、着信拒否!!

非通知設定の電
話は、着信音も鳴
らさずに自動的に

拒否!

拒否できます。

※ナンパーディスプレイ
の契約が必要

1未登録番号からの着信対策!
※ナンバーディスプレイの契約が必要

登録していない番号
からの着信を拒否した
り、注意を促したりす
る機能もあります。

注目!J
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慌てず!急がず!振り込まず!電話切ダン!まず相ダン!
和歌山県警察 特殊詐欺被害防止専用ダイヤル

これは わなや

ちょっと睫銅諜麟譜但逐踵璽の製墓⊂遍沸堰菱澱竪
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令和 5年 4月 末現在、県内で検挙・補導等された非行少年の総数は91人で、前年同期

と比べ 9人増加 (+11°/。 )しています。
喫煙や深夜はいかい等の不良行為で補導された少年は1407人で、前年同期よりl14人減

少 (-7.50/0)し ています。

夏休みは、子どもの気持ちも開放的になりがちです。

飲酒、喫煙、深夜はいかい等の不良行為や、万引き等の非行に走る少年が増加する傾

向にあるほか、犯罪に巻き込まれる可能性も高くなります。

コロナ渦の自粛ムード緩和に伴い、長く続いたストレスからの反動も心配されるため、

『夜遊びが増え、帰宅時間が遅くなった』
『どのようにして知り合ったのか分からない友達がいる』

F無断外泊をすることがある』 陪Б屋に閉じこもるようになった』

等の非行のジヒしに気付けば、適切な注意やアドバイスをすることが大切です。

「非行の機会」を与えない環境づくりを

ツイッターやインスタグラム等のSNSの普及に伴い、児童ポルノ

や児童買春の被害だけでなく、SNSを利用しての大麻の入手や譲り

渡しが増加傾向にあります。

児童ポルノ被害の中では、「自分で自分の裸を撮影し、送信させられ

るケース」が増加しています。

犯罪やトラブルから子どもを守るために、日ごろから家族でのコミュニケーション

をとり、子どもにインターネットの危険性や、使用方法を教えることが大切です。

～ 家庭で考えるスマ木のルール ～

ロルールを守れなかった時のルールを決める

□知らない人と連絡先等の交換をしない

□見られて困る写真等を撮らない、撮らせない

□困ったことがあれば、必ず保護者に相談する

□使用時間、場所などを決める

□ SNSの利用範囲を決める

□個人情報を書き込まない

スマホ利用時 |よフィルタ リングを !

SNSの利用に起因する福祉犯被害 (夜間違れ

回し、児童ポルノ等)は、約 9割が被害時にフイ

ルタリングを利用していませんでした。

子どもたちが安全に安心してネット利用でき

る環境づ くりは、保護者の責任です。

子どもたちが犯罪の被害に道わな

いように、必ず利用しましょう。

7月 は「青少年の非行・被害防止
全国強調月間」です
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5月 31日 、和歌山県自治会館において、公益財団法人和歌山県防犯協議会連合会定時理事会を開催いたしました。

会議内容は、令和 4年度事業報告・決算報告等で、いずれも原案どおり可決されました。

義■孝義多令和5年度 防ぢE功労者・防犯功労団体表彰 =■■‐■
理事会に先立ち、防犯功労者 17名、防犯功労団体4団体の表彰を行いました。
受賞おめでとうございます。〔順不同・敬称略〕

◆近畿管区警察局長・近畿防犯協会

連絡協議会会長連名表彰

☆防犯功労者
・川永地区地域安全推進員会

会長      天 野 芳 士
・有田地区地域安全協議会湯浅支部

支部長   辻 本 健 一
・御坊警察署少年補導員連絡会

監事      尾 崎 雅 信
・弁慶パトロール隊

隊長      浅 山   勉
。(公財)不日歌山県防犯協議会連合会

元専務理事   宇治田 菩 信
☆防犯功労団体
・西富安地区地域安全パトロール隊

〔代表者 芝田 求〕
◆和歌山県警察本部長。(公財)琴日歌山

県防犯協議会連合会会長連名表彰

☆防犯功労者
・橋本警察署少年補導員連絡会

会員      廣 畑 喜 章
。かつらぎ警察署少年補導員連絡会

会計      中 辻 秀 彼
・岩出警察署少年補導員連絡会

会員      安 積 千恵子
・岩出警察署少年補導員連絡会

幹事      清 水 千香子

・大新地区地域安全推進員会

会長      古 河 英 雄
・和歌山東警察署少年補導員連絡会

会員      嶋 本 節 子
・城北地区地域安全推進員会

会長      植 本 彰 一
。西脇地区地域安全推進員会

会長      川 端 光 雄
・有田湯浅警察署少年補導員連絡会

会員      根 岸 茂 夫
・有田湯浅警察署少年補導貝連絡会

副会長     辻   勇

“

労者・防〕巳功労団体表彰式霞
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・御坊警察署少年補導員連絡会

監事      森 岡 富 二
・新宮警祭署少年補導員連絡会

副会長     伊 藤 算 志
☆防犯功労団体
・岡崎地区子どもを守る会

〔代表者 前山 文彦〕
・中之島地区地域安全推進員会

〔代表者 三木  衛〕
・片男波自治会「 8の字会」

〔代表者 玉置 成夫〕

“

受賞された皆様
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事 業 報 告

雪等建   饉盤蕃攀轟珪建璽簸
和歌山県防犯協議会連合会では、和歌山キワニスクラブ様、和歌山くろ

しおライオンズクラブ様のご協力を得て、毎年、県内の小学校に入学する

全児童を対象に、「きしゆう君の防犯下敷きJを配布させていただいてお

ります。配布に先立ち、2月 10日 (金)和歌山市の城北保育所において、

参加者を制限して贈呈式を開催いたしました。

賛助会
―

貝

募集中

公益財団法人和歌山県防犯協会連合会 (県防連)では犯罪防止、青少年の非行防止、
覚せい剤等薬物乱用防止、風俗環境の浄化などに取 り組んでいます。

その趣旨に賛同頂ける贅助会員を募集しています。年会費は 1回 5,000円 からです。
(詳細は事務局盗 073-436-1175へ お問い合わせ下さい)
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